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五
代
目
議
長
は
松
田
庄
言
氏

副
議
長
は
面
屋
重
雄
氏
に
決
ま
る

改
選
後
初
の
第
三
十
三
回
臨
時
市
議
会
は
、
三
月
二
日
午
後
二

時
四
十
分
か
ら
市
役
所
下
庄
出
張
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の

議
会
で
は
正
副
議
長
の
選
挙
な
ら
び
に
常
任
委
員
会
の
委
員
の

選
任
、
お
よ
び
正
副
委
員
長
を
決
め
午
後
四
時
三
十
分
閉
会
し

ま
し
た
。
（
写
真
円
内
右
、
松
田
議
長
、
左
、
面
屋
副
議
長
）

第33回

臨時市議会

法
の
定
め
に
よ
り
、

年
長
議
員
で
あ
る
安

川
高
三
氏
が
臨
時
議

長
と
な
っ
て
議
長
席

に
着
き
、
議
長
の
選

挙
を
行
な
う
こ
と
を
決
め
、
投
票

を
行
な
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
松

田
庄
一
氏
が
二
十
八
票
で
当
選
（

欠
席
議
員
二
名
）
し
ま
し
た
。

賜
松
田
議
長
は
就
任
の
あ
い
さ
つ

の
の
ち
議
長
席

に
着
い
て
、
副

議
長
の
選
任
方

法
は
投
票
に
よ

る
こ
と
を
決
め

面
屋
重
雄
氏
が

二
十
八
票
で
（

無
効
票
一
、
欠

席
議
員
一
）
当

選
し
ま
し
た
。

　

面
屋
副
議
長

の
あ
い
さ
つ
が

あ
つ
た
の
ち
議

員
の
議
席
を
決

め
る
く
じ
を
行

な
い
、
常
任
委

員
の
選
任
に
つ

い
て
は
七
名
の

選
考
委
員
で
選

考
す
る
こ
と
を
決
め
、
一
た
ん
休

憩
し
ま
し
た
。

　

再
開
後
、
安
間
議
員
か
ら
選
考

の
結
果
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
決

め
ま
し
た
。

　

続
い
て
森
広
市
長
は
、
正
副
議

長
に
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
贈
り
、

さ
ら
に
全
議
員
に
、
大
選
挙
区
制

実
施
後
初
め
て
選
ば
れ
た
意
義
あ

る
議
員
の
名
誉
を
た
た
え
、
今
後

四
年
間
、
全
市
的
な
考
え
に
基
ず

い
て
全
市
民
の
幸
福
と
繁
栄
と
、

さ
ら
に
市
政
発
展
の
た
め
に
尽
さ

れ
る
よ
う
、
協
力
を
望
む
旨
の
あ

い
さ
つ
が
あ
っ
て
閉
会
し
ま
し
た

常
任
委
員
会

委
員
き
ま
る

　

新
た
に
選
任
さ
れ
た
市
議
会
常

任
委
員
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。
（
○

委
員
長
、
○
副
委
員
長
＝
数
字
は

議
席
番
号
）

総
務
委
員
（
八
名
）

○
土
屋
栄
2
6

0
林
達
也
1
0

　

兼
井
彦
左
衛
門
8

　

石
田
政
治
4

　

中
山
利
夫
2
0

　

安
間
政
雄
1
1

　

帰
山
静
（
y

　

南
部
小
右
衛
門
5

産
業
経
済
委
員
（
七
名
）

○
稲
津
忠
右
衛
門
1
4

0
尾
崎
真
一
1
9

　

面
屋
重
雄
1
3

　

高
田
新
左
衛
門
1
6

　

四
方
憲
二
1
7

　

松
田
京
松
1

　

安
川
高
三
1
8

建
設
委
員
（
七
名
）

○
近
藤
又
右
衛
門
2
4

0
出
村
広
吉
ろ

　

山
本
武
2
8

　

多
田
忠
直
3
0

　

安
土
義
雄
1
5

　

常
見
茂
7

　

高
場
久
吉
2
9

教
育
民
生
委
員
（
八
名
）

○
砂
子
貞
吉
2
1

0
中
川
甫
6

　

松
田
庄
一
1
2

　

加
藤
哲
治
郎
2
7

　

杉
川
三
助
2
2

　

大
下
吉
夫
2
5

　

野
尻
源
3

　

高
田
市
左
衛
門
2

3
0
人
の
選
良

市
発
展
の
推
進
軸
に

　

二
月
十
九
日
行
ぎ
わ
れ
た
大
野
市

議
会
議
員
選
挙
の
結
果
次
の
三
十

人
の
選
良
が
今
後
四
年
間
、
市
民

に
代
っ
て
市
政
に
1
与
し
、
そ
の

発
展
を
進
め
る
推
進
軸
と
な
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
各
得
票
は
次

の
と
お
り
。
（
数
字
は
年
齢
）

　

各
候
補
者
の
得
票
数

一
、
一
四
四
林
達
也
4
1

　
　
　
　
　
　

下
打
波
、
元

一
、
一
三
八
野
尻
源
6
5

　
　
　
　
　
　

横
枕
、
元

一
、
〇
五
六
山
本
武
4
6

　
　
　
　
　
　

寺
、
前

　
　

九
九
九
近
藤
又
右
衛
門
6
2

　
　
　
　
　
　

春
日
一
、
前

　
　

九
八
四
四
方
憲
二
5
8

　
　
　
　
　
　

水
落
、
前

　

九
三
六
・
五
松
田
庄
一
5
8

　
　
　
　
　
　

森
目
、
新

　
　

八
七
九
土
屋
栄
4
9

　
　
　
　

阿
難
祖
領
家
、
前

　

八
七
七
多
田
忠
直
5
0

　
　
　
　

伏
石
、
元

八
六
三
・
九
高
田
新
左
衛
門
4
1

　
　
　
　

御
給
、
前

八
五
六
安
間
政
雄
5
9

　
　
　
　

春
日
一
、
新

八
二
〇
石
田
政
治
4
9

　
　
　
　

中
野
、
前

八
一
八
甫
部
小
右
衛
門
叙

　
　
　
　

中
丁
、
新

七
七
三
砂
子
貞
吉
4
5

　
　
　
　

一
番
、
前

七
七
一
面
屋
重
雄
4
5

　
　
　
　

友
江
、
前

七
五
五
出
村
広
吉
5
7

　
　
　
　

中
据
、
元

七
三
七
大
下
吉
夫
4
9

　
　
　
　

石
谷
、
新

七
〇
四
安
川
高
三
7
1

　
　
　
　

下
舌
、
元

六
九
九
高
場
久
吉
6
1

　
　
　
　

小
矢
戸
、
元

六
八
四
中
川
甫
5
0

　
　
　
　

木
本
、
新

六
六
九
安
土
義
雄
4
5

　
　
　
　

横
、
新

六
六
八
加
藤
哲
治
郎
5
6

　
　
　
　

水
落
、
前

六
六
六
兼
井
彦
左
衛
門
7
0

　
　
　
　

今
井
、
前

六
四
八
杉
川
三
助
6
4

　
　
　
　

西
山
、
前

五
九
三
稲
津
忠
右
衛
門
5
8

　
　
　
　

南
六
呂
師
、
前

五
九
二
尾
崎
真
一
4
5

　
　
　
　

三
番
、
新

　

五
八
三
帰
山
静
5
5

　
　
　
　

下
唯
野
、
元

五
五
九
・
四
松
田
京
松
5
6

　
　
　
　

下
麻
生
島
、
新

　

五
五
六
常
見
茂
4
4

　
　
　
　

土
打
、
新

　

五
三
〇
中
山
利
夫
5
0

　
　
　
　

七
間
、
新

　

四
八
六
高
田
市
左
衛
門
5
9

　
　
　
　

神
明
上
、
新

風
見
鶏

▼
明
治
二

十
一
年
四

月
十
七
日

公
布
、
翌
二
十
二
年
か
ら
実
施
せ

ら
れ
た
市
町
村
制
は
、
今
年
で
七

十
余
年
月
を
数
え
た
。
▼
こ
の
間

昭
和
二
十
二
年
、
新
憲
法
に
基
く

地
方
自
治
法
が
決
め
ら
れ
た
。
こ

の
精
神
は
明
治
憲
法
下
の
市
町
村

制
よ
り
政
府
の
委
任
的
な
性
格
を

は
る
か
に
脱
却
し
て
、
地
方
自
治

の
独
立
性
を
強
く
生
か
し
て
い
る

　

（
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
ひ
も
っ
き

が
多
い
。
例
え
ば
補
助
金
政
策
の

如
き
）
▼
地
方
自
治
に
基
く
公
職

選
挙
法
に
ょ
れ
ば
、
当
然
大
選
挙

区
制
を
建
前
と
し
て
い
る
。
た
だ

や
む
を
得
ぬ
場
合
（
合
併
当
初
で

市
内
の
事
情
が
わ
か
ら
ぬ
時
な
ど

）
に
限
り
、
小
選
挙
区
制
が
許
さ

れ
て
い
る
。
▼
去
る
一
月
十
六
日

に
当
時
の
市
議
会
が
、
従
来
の
小

選
挙
区
制
を
捨
て
大
選
挙
区
制
に

踏
み
切
っ
た
こ
と
は
、
七
十
余
年

の
、
否
も
っ
と
以
前
の
小
地
方
的

な
郷
土
の
姿
か
ら
飛
躍
発
展
し
た

も
の
と
し
て
、
実
に
重
大
な
意
義

を
有
す
る
。
▼
今
日
の
時
代
は
小

さ
な
自
治
体
組
織
で
は
、
真
の
独

自
性
の
あ
る
地
方
自
治
の
仕
事
は

出
来
ず
、
市
民
の
幸
福
も
あ
り
得

な
い
。
点
滴
も
集
ま
れ
ば
大
河
と

な
り
、
沃
野
を
潤
す
こ
と
は
出
来

る
。
▼
全
市
的
な
見
地
に
立
っ
て

小
さ
な
地
区
的
感
情
を
す
っ
か
り

放
て
き
し
て
、
私
た
ち
の
市
を
築

か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
責
任
は

勿
論
に
わ
れ
が
選
良
を
選
ん
だ
人
も

選
ば
れ
た
人
々
も
あ
る
事
を
忘
れ

て
は
い
け
な
い
。



春の火災予防運動

三
月
二
十
五
日
よ
り
四
月

七
日
ま
で
、
県
下
一
せ
い

に
火
災
予
防
運
動
が
行
ま
わ

れ
ま
す
。

三
月
二
十
五
日
か
ら
三
月

三
十
一
日
ま
で
は
車
輛
火

災
予
防
運
動
が
行
ま
わ
れ
ま

す
が
、
市
内
の
車
輛
火
災

は
出
火
率
が
低
い
が
年
を

追
う
て
増
加
の
傾
向
に
あ

り
、
人
命
の
危
険
が
伴
う

の
で
車
輛
の
点
検
や
整
備
、
車
輛
内

の
喫
煙
や
危
険
物
の
持
込
み
は
防
止

し
て
く
だ
さ
い
。

消
防
関
係
の
被
表
彰
者

　

三
月
七
日
午
前
九
時
か
ら
県
庁
前

で
行
わ
れ
る
県
消
防
大
会
式
場
で
、

次
の
団
体
と
個
人
が
表
彰
を
受
け
ま

す
。

　

△
国
家
消
防
本
部
表
彰

永
年
勤
続
章
大
野
市
消
防
団
第
二

　
　
　
　

分
団
部
長
北
川
万
吉

　

△
全
国
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
運
営

　
　

指
導
協
議
会
表
彰

竿
頭
綬
大
野
市
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

連
合
会

　

△
福
井
県
知
事
表
彰

竿
頭
綬
大
野
市
消
防
団
第
一
分
団

功
労
章
大
野
市
消
防
団
第
五
分
団

　
　
　
　

部
長
山
田
刃
受
大

精
績
章
大
野
市
消
防
団
第
八
分
団

　
　
　
　

部
長
岡
二
男
治

同
大
野
市
消
防
団
第
七
分
団

　
　
　
　

部
長
岸
本
清

　

△
福
井
県
消
防
協
会
表
彰

竿
頭
綬
大
野
市
消
防
団
第
一
分
団

功
労
章
大
野
市
消
防
団
第
三
分
団

　
　
　
　

部
長
山
岸
太
吉

同
大
野
市
消
防
団
第
二
分
団

　
　
　
　

班
長
松
本
善
松

永
年
勤
続
章
大
野
市
消
防
団
第
五

　
　
　
　

分
団
団
員
沢
田
巧

同
大
野
市
消
防
団
第
一
分
団

　
　
　
　

班
長
木
下
忍

同
大
野
市
消
防
団
第
一
分
団

　
　
　
　

団
員
高
畑
譲

同
大
野
市
消
防
団
第
六
分
団

　
　
　
　

団
員
臼
井
泰

同
大
野
市
消
防
団
第
三
分
団

　
　
　
　

団
員
辻
金
蔵

け
ん
銃
、
銃
砲
．
刀
剣

な
ど
の
登
録
は
早
く

　

け
ん
銃
、
銃
砲
、
刀
剣
な
ど
の
登

録
期
限
が
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
延

び
ま
し
た
。

　

軍
用
銃
、
あ
い
く
ち
、
飛
出
ナ
イ

フ
な
ど
が
あ
っ
た
ら
今
月
中
に
大
野

警
察
署
へ
届
出
て
く
だ
さ
い
。
右
の

よ
う
な
危
険
物
を
届
出
な
し
に
持
っ

て
い
ま
す
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
か
ら
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

三
月
中
に
届
け
る
と
何
の
制
裁
も

あ
り
ま
せ
ん
。

簡
易
水
道
で
文
化
生
活

榎
、
坂
戸
、
飯
降
部
落
の
5
7
戸

　

美
し
い
水
は
、
健
康
で
明
る
い
日

常
生
活
に
た
い
せ
つ
な
も
の
で
す
。

榎
、
坂
戸
、
飯
降
区
の
五
七
戸
は
地

下
水
に
恵
ま
れ
な
い
の
で
、
川
水
を

飲
用
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
最

近
農
薬
が
非
常
に
多
く
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
、
危
険
で
あ
る
ば

か
り
で
な
く
、
伝
染
病
の
発
生
と
ま

ん
延
の
お
そ
れ
も
多
い
の
で
、
簡
易

水
道
の
設
置
を
市
に
強
く
要
望
し
て

い
ま
し
た
。

　

市
で
は
そ
o
要
望
に
応
じ
て
苦
し

い
財
政
の
中
か
ら
、
一
九
一
万
七
千

円
を
か
け
て
昨
年
十
二
月
に
簡
易
水

道
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

宿
望
が
達
せ
ら
れ
た
地
区
民
の
喜

び
は
一
し
お
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
施

設
に
ょ
っ
て
家
庭
生
活
の
合
理
化
と

生
産
の
向
上
が
図
ら
れ
て
行
く
こ
と

で
し
よ
ゝ
へ
ノ
。

門
出
を
祝
お
う

成
人
者
六
九
八
人

　

こ
と
し
成
人
と
な
る
六
九
八
名
の

方
々
を
、
三
月
十
五
日
午
前
九
時
か

ら
有
終
溺
小
学
校
講
堂
に
招
い
て
、

お
祝
の
こ
と
ば
と
、
激
励
の
辞
が
贈

ら
れ
ま
す
。

　

昨
年
ま
で
は
各
地
区
ご
と
に
成
人

式
を
行
な
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
全

市
の
成
人
者
を
一
堂
に
お
招
き
し
て

記
念
品
を
贈
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

こ
の
意
義
深
い
式
典
に
全
員
が
ご
出

席
さ
れ
る
よ
う
市
で
は
望
ん
で
い
ま

す
。

お
米
の
配
給
期
限

二
ヵ
月
後
ま
で
延
長

　

お
米
の
配
給
制
度
が
一
月
一
日
か

ら
変
わ
り
、
そ
の
月
の
配
給
米
を
そ

の
月
の
う
ち
に
受
け
な
く
て
も
、
二

ヵ
月
後
ま
で
は
そ
の
配
給
米
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

つ
ま
り
一
月
の
配
給
米
を
都
合
で

一
月
中
に
配
給
を
受
け
ず
に
い
て
も

三
月
に
は
い
っ
て
か
ら
も
配
給
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
住
居
を
他
に
移
転
す
る

と
き
は
、
そ
れ
ま
で
配
給
を
受
け
て

い
た
お
米
屋
さ
ん
で
、
そ
れ
ま
で
の

全
量
の
配
給
米
を
受
け
て
行
か
な
い

と
、
新
し
い
転
居
し
た
先
の
お
米
屋

さ
ん
で
は
、
前
の
分
は
配
給
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
制
度
は
農
林
省
が
生
産
県
の

消
費
者
に
の
み
与
え
て
く
れ
た
特
例

で
す
。

遺
児
の
激
励
会

　

三
月
十
五
日
午
後
零
時
三
十
分
か

ら
大
野
公
民
館
で
、
今
年
中
学
校
を

卒
業
す
る
遺
児
五
十
三
名
を
招
い
て

激
励
会
を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た

　

父
を
国
の
た
め
に
失
っ
た
恵
ま
れ

な
い
家
庭
環
境
の
中
か
ら
、
九
年
間

の
義
務
教
育
を
終
え
て
、
さ
ら
に
進

学
す
る
方
や
、
実
社
会
に
出
る
遺
児

を
今
後
も
強
く
正
し
く
、
そ
し
て
明

る
く
が
ん
張
る
よ
う
心
か
ら
励
ま
し

ま
す
。

自
衛
官
募
集

3
月
1
日
～
4
月
1
5
日
ま
で

　

昭
和
三
十
四
年
度
第
一
次
自
衛

官
募
集
が
行
ま
わ
れ
て
い
ま
す

　

応
募
資
格
、
昭
和
三
十
四
年
七

月
一
日
現
在
で
満
十
八
歳
以
上
、

二
十
五
歳
未
満
の
男
子

　

受
付
場
所
、
市
役
所
総
務
課
ま

た
は
各
出
張
所
へ

　

　
　

　

　

月
の
行
李

十
一
日
（
水
）
△
社
会
教
育
委
員
会

　

市
役
所
第
二
協
議
室
で
午
後
一
時

　

三
十
分
か
ら
△
成
人
式
南
小

　

学
校
で
午
前
九
時
三
十
分
か
ら

　

△
母
f
家
庭
中
学
卒
業
生
激
励
会

　

大
野
公
民
館
で
午
後
雰
時
三
十
分

か
ら
十
八
日
（
水
）
△
戸
籍
事
務
研
究
会

　

上
庄
出
張
所
で
午
後
一
時
か
ら

中
旬
△
土
じ
よ
う
調
査
成
績
検

　

討
会
△
消
防
幹
部
会

個保相談室国
民
健
康
保
険
法
の

改
正
に
つ
い
て

　

（
問
）
本
年
一
月
一
日
か
ら
、
国

　

民
健
康
保
険
法
が
全
面
的
に
改
正

　

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
主
な
内
容

　

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
答
）
改
正
内
容
の
主
な
も
の
は
次

の
と
お
り
で
す
。

一
、
市
町
村
は
国
民
健
康
保
険
を
行

　

う
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

二
、
被
保
険
者
の
範
囲
が
決
め
ら
れ

　

他
の
社
会
保
険
の
家
族
（
被
扶
養

　

者
）
は
国
保
の
被
保
険
者
と
な
る

　

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

三
、
生
活
保
護
法
に
よ
り
被
保
護
者

　

と
な
っ
て
か
ら
、
三
ヵ
月
た
っ
た

　

者
は
、
そ
の
保
護
が
い
ず
れ
の
扶

　

助
で
も
国
保
の
被
保
険
者
の
資
格

　

を
失
い
ま
す
。

四
、
診
療
を
う
け
る
範
囲
は
、
往
診

　

と
歯
科
の
補
て
っ
、
お
よ
び
入
院

　

の
場
合
の
給
食
を
除
い
て
、
他
の

　

社
会
保
険
と
同
じ
に
な
り
ま
し
た

五
、
同
じ
疾
病
ま
た
は
負
傷
で
長
期

　

間
診
療
を
う
け
る
場
合
は
、
他
の

　

社
会
保
険
と
同
じ
三
年
間
は
有
効

　

と
な
り
ま
し
た
。

六
、
一
部
負
担
金
の
支
払
は
原
則
と

　

し
て
診
療
を
う
け
た
と
き
、
医
者

　

の
窓
口
で
本
人
が
支
払
う
こ
と
に

　

な
り
ま
し
た
。

七
、
助
産
費
お
よ
び
葬
祭
費
の
支
給

　

は
現
金
給
付
と
な
り
ま
し
た
。

八
、
診
療
は
従
来
市
と
医
者
と
の
間

　

で
協
定
し
た
制
度
は
廃
止
、
医
者

　

が
県
知
事
に
登
録
す
る
こ
と
に
な

　

り
、
県
外
の
官
公
立
病
院
と
、
県

　

内
の
ど
こ
の
病
院
や
医
者
で
も
自

　

由
に
み
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
り

　

ま
し
た
。

九
、
診
療
の
費
用
は
、
国
が
一
律
に

　

そ
の
二
割
を
、
ま
た
事
務
費
は
そ

　

の
全
額
を
国
が
負
担
す
る
こ
と
に

　

な
り
ま
し
た
。
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確
定
申
告
と
納
税
は
1
6
日
ま
て
に

お
く
れ
ろ
と
不
利
優
点
が
多
い

33年分
所得税

昭
和
三
十
三
年
分
所
得

税
の
確
定
申
告
と
そ
の

納
期
限
は
、
三
月
十
五

日
に
な
つ
て
い
ま
す
が

今
年
は
日
曜
日
に
当
っ
て
い
ま
す
の

で
、
十
六
日
に
延
期
さ
れ
ま
し
た
。

期
限
に
遅
れ
る
と
扶
養
控
除
や
そ
の

他
の
諸
控
除
が
認
め
ら
れ
な
い
ば
か

り
か
、
加
算
税
や
利
子
税
が
と
ら
れ

ま
す
。
こ
の
ほ
か
徴
収
猶
予
も
み
と

め
ら
れ
ず
い
ろ
い
ろ
と
不
利
な
取
扱

を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
特

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
に
あ
て
は
ま
る
方
は
、
期
限
ま

で
に
申
告
と
納
税
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

①
前
に
昭
和
三
十
三
年
分
の
予
定
納

　

税
通
知
を
受
け
て
い
る
方

②
各
種
所
得
の
合
計
額
（
利
子
所
得

　

を
除
く
）
か
ら
扶
養
控
除
を
引
い

　

た
額
が
基
礎
控
除
（
九
万
円
）
よ

　

り
多
い
方

③
種
々
の
理
由
で
源
泉
徴
収
税
額
の

　

還
付
を
受
け
た
い
方

④
一
ヵ
所
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る

　

方
で
給
与
以
外
の
所
得
の
合
計
額

　

が
五
万
円
以
上
の
方

⑥
家
事
使
用
人
な
ど
で
、
給
与
所
得

　

に
つ
い
て
源
泉
徴
収
を
受
け
な
か

　

っ
た
方

農
事
メ
モ

昨
年
も
し
倒

伏
が
な
か
つ

た
ら
、
も
つ

と
も
つ
と
増

収
が
で
き
た

で
し
ょ
う
。
倒
伏
が
生
産
量
を
最
も

制
限
し
た
原
因
と
い
え
ま
す
。
本
年

度
は
こ
の
対
策
を
十
分
考
え
て
こ
の

最
低
要
素
を
引
上
げ
る
こ
と
に
ょ
っ

て
、
よ
り
増
収
を
望
み
た
い
も
の
で

す
。

　

昨
年
、
普
及
所
で
調
査
し
た
と
こ

ろ
に
よ
る
と
、
倒
伏
し
た
稲
と
無
倒

伏
（
カ
ツ
コ
内
）
の
も
の
と
の
形
態

に
は
右
の
よ
う
な
差
異
が
み
ら
れ
ま

す
。
（
単
位
糎
、
穂
数
は
本
）

　

い
ま
ま
で
に
も
よ
く
い
わ
れ
た
よ

う
に
、
止
葉
か
ら
下
へ
か
ぞ
え
て
三

節
、
四
節
、
五
節
が
伸
び
た
も
の
が

必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
倒
伏
し
て

い
ま
す
。
無
計
画
な
追
肥
が
よ
く
な

い
こ
と
が
こ
れ
で
納
得
い
っ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　

今
年
こ
そ
施
肥
設
計
を
立
て
て
必

要
以
上
の
肥
料
を
や
ら
な
い
よ
う
、

繁
茂
し
過
ぎ
が
な
い
よ
う
に
し
て
健

康
な
稲
を
作
る
こ
と
に
し
た
い
も
の

で
す
。

大野

稗長98．ろ（89．8）

穂数27．2（2ろ．4）

ろ節19．6（17．7）

4節10．9（8．6）

5節4．ろ（2．7）

下庄

稗長92．8（80．9）

穂数ろ2．8（26．8）

ろ節18．8（11．ろ）

4節9．6（5．ろ）

5節ろ．4（0．6）

小山

稗長91．8（87．8）

穂数ろ0．8（16．2）

ろ節19．7（10．Z）

4節9．8ぐ4．6）

5節4．ろ（O．ろ）

上庄

稗長90．6（81．4）

穂数27．4（21．8＞

ろ節19．8（1ろ．2）

4節9．1（6．ろ）

5節2．8（O．Z）

富田

稗長98．7（86．0）

穂数ろ6．4（ろ1．2）

ろ節22．0（16．Z）

4節11．4（8．9）

5節6．2（1．1）

住
宅
建
築
に
融
資

申
込
み
3
月
2
4
日
ま
で

　

五
人
以
上
の
従
業
員
を
雇
っ
て
い

る
事
業
者
に
住
宅
建
築
費
の
融
資
が

▼
融
資
対
象
面
積
（
一
戸
あ
た
り
）

　

世
帯
き
共
同
住
宅
で
四
十
三
平
方

　

メ
ー
ト
ル
、
独
身
者
共
同
住
宅
で

　

十
三
平
方
メ
ー
ト
ル
、
そ
の
他
の

　

住
宅
で
四
十
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以

　

内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
融
資
率
は
耐
火
構
造
住
宅
お
よ
び

　

簡
易
耐
火
構
造
で
六
〇
％
、
木
造

　

お
よ
び
防
火
構
造
住
宅
で
五
五
％

▼
償
還
方
法
は
元
利
均
等
月
払
ま
た

　

は
三
ヵ
月
払
で
、
木
造
防
火
構
造

　

住
宅
は
十
八
年
、
簡
易
耐
火
構
造

　

住
宅
は
二
十
五
年
、
耐
火
構
造
住

　

宅
は
三
十
五
年
で
す
。

▼
締
切
は
三
月
二
十
四
日

　

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
県
建
設
課

　

住
宅
係
へ
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い

林
業
メ
モこ

と
し
は
、
ま

れ
な
大
雪
で
せ

つ
か
く
植
え
た

苗
木
の
被
害
は

相
当
多
い
よ
う

で
す
。
幸
い
雪

も
早
く
消
え
た

の
で
す
か
ら
I

日
も
早
く
見
回
っ
て
、
田
畑
の
作
業

に
か
か
ら
な
い
間
に
倒
れ
た
苗
木
を

起
し
ま
し
よ
う
。

　

雪
折
れ
に
な
っ
た
木
は
マ
キ
に
す

る
よ
り
、
パ
ル
プ
材
に
共
同
出
荷
し

た
ほ
う
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
出
荷

は
森
林
組
合
が
あ
っ
旋
し
ま
す
か
ら

詳
し
い
こ
と
は
森
林
組
合
で
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。
（
い
ず
れ
も
皮
っ

き
の
ま
ま
）
規
格
は
次
の
と
お
り

ま
つ
、
す
ぎ
、
ひ
の
き

長
さ
一
八
九
～
二
二
七
糎

太
さ
九
・
五
～
四
五
糎

　

雑
木

長
さ
二
二
七
糎

太
さ
一
三
～
三
七
糎

市
民
の
明
か
る
い
動
き

1
田
野
交
友
会
を
尋
ね
て
I

太
陽
熱
利
用
て
燃
料
の
節
約

二
十
五
歳
か

ら
四
十
五
歳

ま
で
の
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シ
ュ

な
青
壮
年
層

で
結
成
し
た

田
野
交
友
会

（
会
員
三
十
八
名
）
は
、
昭
和
二
十

五
年
三
月
い
ら
い
着
実
な
歩
み
を
続

け
て
き
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
、
区
民
の
多
く
が
交
友

会
の
活
動
に
協
力
的
に
な
り
、
う
る

わ
し
い
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
去

る
日
、
こ
の
会
の
南
豊
さ
ん
に
そ
の

活
動
状
況
を
お
た
ず
ね
し
ま
す
と
、

次
の
よ
う
な
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

こ
と
の
起
り
は
、
戦
争
の
た
め
に

傷
つ
い
た
区
民
の
心
を
柔
ら
げ
、
封

建
的
な
気
風
を
な
く
し
、
農
業
経
営

の
合
理
化
に
ょ
っ
て
楽
し
い
日
常
生

活
を
営
も
う
と
い
う
堅
い
信
念
か
ら

発
足
し
た
よ
う
で
す
。

　

会
員
は
農
業
研
究
の
結
果
を
持
ち

寄
っ
て
話
し
合
っ
た
り
、
演
芸
会
を

催
し
て
区
民
に
披
露
し
た
り
し
て
、

広
く
話
し
合
う
機
会
を
つ
く
る
ほ
か

先
進
地
の
視
察
に
は
区
民
の
多
く
が

1
加
で
き
る
よ
う
呼
び
か
け
、
広
く

親
睦
が
図
れ
る
よ
う
に
努
め
た
よ
う

で
す
。

　

心
の
新
生
活
運
動
は
こ
の
よ
う
に

し
て
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
物
質
面

で
は
冠
婚
葬
祭
の
節
倹
を
図
る
ほ
か

台
所
の
改
善
に
つ
い
て
も
力
を
入
れ

区
全
体
（
六
七
戸
）
の
九
〇
％
が
高

流
し
に
変
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
昨
年

九
月
か
ら
は
太
陽
熱
利
用
で
燃
料
の

節
約
を
計
画
し
て
き
ま
し
た
が
、
現

在
で
は
二
十
数
戸
が
完
成
し
、
今
年

さ
ら
に
二
十
余
戸
が
取
付
け
る
見
込

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
昨
年
六
月
に
完
成
し
た
田
野

共
同
作
業
所
（
新
農
村
事
業
市
補
助

八
〇
万
円
で
作
る
）
は
、
年
間
ほ
と

ん
ど
休
み
な
し
に
区
民
に
利
用
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。
共
同
作
業
所
の

年
間
収
益
は
、
ざ
っ
と
十
五
万
円
は

あ
る
と
い
ぎ
わ
れ
て
い
ま
す
。
従
前
は

農
事
用
の
ナ
ワ
は
購
入
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
は
婦
人
会
が
共
同
で
こ

れ
を
作
り
、
農
協
へ
出
荷
販
売
で
き

た
と
い
う
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
も
聞
か

さ
れ
ま
し
た
。

　

南
さ
ん
は
さ
ら
に
語
句
を
強
め
て

今
後
の
農
業
経
営
は
、
共
同
作
業
に

力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、
米
の
単
作

農
業
か
ら
有
畜
多
角
化
に
進
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
、
意
気
込
ん
で
い

ま
し
た
。

　

こ
こ
に
も
青
壮
年
層
の
力
が
深
く

根
を
お
ろ
し
て
、
大
野
市
建
設
の
基

礎
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
心
強
く
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

（共同作業所を利用する会員たち）

※
皇
太
子
ご
成
婚
の
お
祝
に
も
ち
米
の
特
配

一
人
当
り
一
日
分
三
月
一
日
か
ら
配
給
開
始
、
四
月
ま
で
有
効
。
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高
松
宮
殿
下
は
、
第
九
回
中
部
日
本
ス
キ
ー
大
会
に

ご
臨
席
の
た
め
、
二
月
六
日
午
後
二
時
、
大
野
へ
お

着
い
ら
い
、
大
会
行
事
や
繊
維
工
場
の
ご
視
察
に
ご

多
忙
で
し
た
。
終
始
に
こ
や
か
な
面
も
ち
で
競
技
中

の
選
手
に
ご
声
援
を
贈
ら
れ
た
り
、
自
ら
ス
キ
ー
を

楽
し
ま
れ
て
妙
技
を
演
じ
ら
れ
観
衆
を
驚
か
さ
れ
ま

し
た
。
八
日
午
後
四
時
四
十
分
に
は
銀
座
街
へ
押
詰

め
た
お
見
送
り
の
人
波
の
中
を
、
至
極
御
気
脈
の
よ

う
す
で
お
た
ち
に
な
り
ま
し
た
。

距
離
競
技
で
優
勝

荒
島
ク
ラ
ブ

佐
藤
信
光
選
手

　

第
九
回
中
部

日
本
ス
キ
ー
大

会
で
県
内
の
選

手
は
健
闘
を
続

け
ま
し
た
が
、

惜
し
く
も
総
合

得
点
で
は
第
五

位
と
な
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
大
野

市
荒
島
ク
ー
フ
ブ

の
佐
藤
信
光
選

手
は
距
離
競
技
（
十
五
キ
ロ
）
一
時

間
十
七
分
九
秒
で
走
り
優
勝
位
を
獲

得
、
東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
杯
を
受
け

ま
し
た
。

大
会
の
各
県
総
合
得
点

県
名
継
走
距
離
滑
降
回
転
合
計

富
山
一
三
四
三
五
七
四
〇
一
塁

岐
阜
一
八
三
〇
三
四
四
〇
一
三
一

愛
知
一
六
五
三
五
六
一
一
六

石
川
八
一
四
八
一
四
四
四

福
井
六
一
八
四
六
一
圀

三
重
〇
三
〇
〇
一
一
一

大
会
裏
ば
な
し

▼
降
り
に
降
っ
た
雪
が
、
大
会
目
前

に
控
え
て
パ
ツ
た
り
、
雪
は
と
け
る

一
方
。
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
の
地
元
側
で
は
苦

肉
の
策
、
塩
一
五
〇
キ
ロ
を
ま
い
て

雪
ど
け
を
防
止
、
霊
験
あ
ら
た
か
？

け
が
人
は
一
人
も
出
な
か
っ
た
。

▼
阪
谷
婦
人
会
心
づ
く
し
の
手
打
そ

ば
に
、
高
松
宮
殿
下
舌
鼓
。
大
野
の

ソ
バ
は
信
州
信
濃
の
ソ
バ
よ
り
は
る

か
に
う
ま
い
と
、
お
っ
し
や
っ
た
が

ど
う
か

▼
嵐
の
よ
う
な
大
野
市
民

の
歓
迎
ぶ
り
に
、
各
県
選

手
諸
君
、
い
さ
さ
か
照
れ

気
味
で
「
今
日
の
歓
迎
に

は
感
激
し
た
ね
。
ボ
ー
と

な
っ
て
明
日
は
う
ま
く
す

べ
れ
る
や
ら
？
」
と
、
あ

る
選
手
。

▼
「
今
年
は
大
雪
だ
っ
た

ら
し
い
で
す
ね
」
「
あ
あ

カ
ス
ナ
モ
ン
ジ
ヤ
」
に
目

を
白
黒
、
選
手
と
女
中
さ
ん
の
会
話

の
ひ
と
こ
ま
。

［
写
真
説
明
］
右
上
か
ら
七
日
午

　

後
、
市
内
の
某
繊
維
工
場
を
ご
視

　

察
の
殿
下
。
ご
熱
心
に
作
業
工
程

　

の
ご
説
明
に
聞
き
人
つ
て
お
ら
れ

　

ま
ト
ー
だ
。
そ
の
左
宇
野
治
郎
兵
衛

　

氏
、
1
議
院
議
員
加
賀
山
之
雄
氏

　

森
広
市
長
。

　

右
下
七
日
午
前
、
六
呂
師
原
ス

　

キ
ー
場
で
ア
代
ヘ
ン
競
技
ご
覧
の

　

た
め
リ
フ
ト
に
お
乗
り
の
殿
下
。

　

左
上
①
六
日
午
後
、
有
終
中
学

　

校
校
庭
に
お
い
て
行
わ
れ
た
開
会

　

式
、
選
手
順
や
一
般
に
お
こ
と
ば

の
殿
下
。

②
第
八
回
同
大
会
で
総
合
優
勝

を
し
た
岐
阜
選
手
団
の
入
場
。

③
選
手
宣
誓
の
佐
藤
信
光
選
手

④
総
合
得
点
一
五
三
点
を
見
事

獲
得
、
殿
下
か
ら
優
9
杯
を
受
け

る
富
山
県
代
表
。

④
八
日
午
前
、
向
山
ス
キ
ー
場

で
ス
キ
ー
を
楽
し
ま
れ
、
一
般
観

衆
を
驚
か
さ
れ
た
ほ
ど
の
お
上
手

振
り
。

距
離
競
技
場
か
ら
阪
谷
中
学
校
校

庭
に
入
ら
れ
る
殿
下
、
前
か
ら
三

人
目
、
ア
ノ
ラ
ッ
ク
を
お
召
し
。

知
事
、
県
議
の
選
挙
は

4
月
2
3
日

補
充
選
挙
人
名
簿
の

登
録
申
請
を
お
忘
れ
な
く

　

き
た
る
四
月
二
十
三
日
に
知
事
と

県
議
会
議
員
の
選
挙
が
I
し
よ
に
行

わ
れ
ま
す
。
今
度
新
し
く
選
挙
権
を

得
る
方
は
、

1
、
昭
和
三
十
四
年
四
月
十
日
現
在

　

で
年
齢
満
二
十
歳
に
達
す
る
方

　

（
昭
和
十
四
年
四
月
十
一
日
以
前
に

　

生
れ
た
も
の
）

2
、
昭
和
三
十
四
年
四
月
十
日
現
在

　

で
大
野
市
内
へ
転
入
し
て
満
三
ヵ

　

月
以
上
住
ん
で
い
る
方

ろ
、
二
月
十
九
日
行
わ
れ
た
市
議
会

　

議
員
選
挙
の
と
き
名
簿
か
ら
漏
れ

　

て
投
票
で
き
な
か
っ
た
方

　
　

右
に
あ
て
は
ま
る
方
は
近
く
各

　

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
申
請
書
を
お

　

届
け
し
ま
す
か
ら
、
お
忘
れ
な
く

　

補
允
選
挙
人
名
店
の
が
録
甲
請
を

　

し
て
く
た
さ
ト
。
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